
総合学科 

兵庫県立 淡路高等学校 



淡高ARCHプロジェクト 
～高校生が主体となった地域防災の取り組み～ 

 
 

  

 Awaji…淡路  

  Region…地域  

  Connectivity…つなぐこと 

  HighSchool…高校 
 

 

防災 
地域連携 



 
  

 

2年次選択科目 週１回２時間 

阪神・淡路大震災 

東日本大震災 
専門家による講話 

防災と心のケア 



              





花と緑と海の 

 

 

個性を磨く4系列 



地域と共に 

防災の要素を
プラス 



防災と心のケア 
（専門的） 

ARCHプロジェクト 
（初歩的） 



これまでの実施内容 

〇北淡震災記念公園開園 

 20周年のイベント（５月５日） 

  

・ライフサポート系列 

・震災語り継ぎsong 「ここに」 

 の手話と合唱を披露 

 



これまでの実施内容 

〇めぐみ市（６月１８日） 

 

・めぐみ系列 

・販売実習として行っている 

 「めぐみ市」の中で、 

 「防災と心のケア」選択者が 

 かつて制作した防災マップ 

 「いのちをつなぐとしマップ」の 

 配布を行った。 

 

 



これまでの実施内容 

〇校外学習（10月24日） 

 

・まなび系列 

・国生み神話の学習で「沼島」を 

 訪れた際に、「チンげんさいクン」 

 の缶バッジ並びに防災検定を 

 配布し、啓発・普及活動を行っ 

 た。 





チン・・・鎮める（しずめる） 
げんさい・・・（災害を減らす）減災 



これまでの実施内容 

〇淡高サロン（11月16日） 

 

・ライフサポート系列 

・毎年実施している「淡高サロン」 

 において、防災グッズの作成を 

 行った。 









2018年11月17日（土）神戸新聞より 



これまでの実施内容 

〇総合防災訓練（1月17日） 

 

・全校生徒、地域住民など 

・地域の方々と連携した総合 

 防災訓練を実施。参加者が 

 22班に分かれて様々な訓練・ 

 体験等を行う。 



2019 年 1 月 17 日(木) 総合防災訓練 

 

  
阪神淡路大震災から２４年のこの日、地域の方をお招きして３年に一度の大規模な訓練を行いました。避難訓練

のあと、22 班に分かれて避難所運営や心のケアなどについて体験学習を行いました。閉会式で、NPO 法人復興

支援ネットワーク淡路島世話人代表 木村幸一様から、「生徒の皆さんは震災を知らない世代だからこそ、こうい

った訓練や体験が重要になる。訓練だからといってゆったり行動するのではなく、きちんとした心構えで取り組

む必要がある」という講評をいただきました。 

ケアー班 避難訓練 炊き出し配布班 

避難所運営班 風水害班、ﾃﾝﾄ・ﾛｰﾌﾟ利用班 保育班 救援物資仕分け班 



  

耐震構造学習班 

講評 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ受け入れ班 

防疫対策班 初期消火班 

2019 年 1 月 17 日(木) 総合防災訓練 

国際対応班 

衛生環境班 ライフライン班 

本部班 

通信班 

非常食班 

広報班 



国際対応班 



取り組みの成果 

 2018年度はARCHプロジェクトにより、防災 

 教育に関わる生徒・ 教員が増加した。 

 その結果、地域との連携がより深まり、災害時 

 に必要な普段からの信頼関係を築くことができ 

 た。 
 

 



これから 
防災と心のケア 
→淡路高校の防災教育をひっぱる  
 より積極的に より高度に 
 
ARCHプロジェクト 
→地域交流活動を軸に継続 
  気軽に 負担感を少なく 

 
  
 
 

深み 

広がり 



ご清聴ありがとうございました。 


